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1.はじめに 

無機系被覆工法における付着性の照査を行

うため，松本ら 1)は接着界面でのせん断強度を

計測可能な新たな剥離強度試験方法を提案し，

基礎的試験を行った。また，その際に改善が必

要とされた供試体作製方法や試験装置につい

て，筆者ら 2)と橋梅ら 3)は，再現性を考慮した

供試体の作製方法の提案と，三軸圧縮試験によ

る剝離強度評価に対する検討を行っている。 

本報では，躯体部の圧縮強度が異なる供試体

を用いた試験結果について報告する。 

2.供試体 

剥離強度試験用の供試体を Fig.1 に示す。躯

体部に 55°の傾斜をつけて切断した箇所に補

修材料を設置した。また，躯体部の強度と接着

界面上での強度を比較するため，補修材料が存

在しない一様な供試体(以下，一様モルタル供試

体)も用意した。試験条件を Table 1 に示す。既

往の研究より，補修材料が同じであっても躯体

部の材質が異なると剥離強度の発現強さが変

わることが示された 3)ため，躯体部には JIS モ

ルタルとシリカフュームセメントを用いた高

強度モルタルを用いた。被覆材には水路の補修

で施工実績のあるポリマーセメントモルタル

(以下，PCM)を使用した。 

3.試験方法と評価 

上記で作製した供試体に対する三軸圧縮試

験を，岩石の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験方

法(JGS 2531-2009)に準じて実施した。各 Case

の供試体数は 6 体であり，側圧は 5，10，15MPa

を採用し，それぞれ 2 体ずつ試験を行った。三

軸圧縮試験後，供試体の躯体部と補修材料部間

の剥離が Mohr-Coulomb の破壊基準に基づいて

生じると仮定し，被覆材の剥離強度を評価した。 

4.試験結果と考察 

全 Case の試験結果を Fig.2 に示す。図中の実

線は高強度モルタル（Case②），破線は JIS モ

ルタル（Case①）の結果である。また，包絡線

は一様モルタル供試体の強さを示し，Mohr 円

群は剥離強度試験用の供試体のものである。試

験後の供試体を観察すると，剥離強度試験用の

供試体は，全て接着界面でせん断破壊を生じて

 
Fig.1 供試体概略 

Diagram of the specimens 

躯体部：JIS モルタル 
or 

高強度モルタル 

被覆部：PCM 
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躯体部：JIS モルタル 
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いた。Case①と Case②の Mohr 円群に着目する

と，躯体部の圧縮強度が高い場合，一様モルタ

ル供試体の強度と剥離強度の差が明確になっ

た。 

しかし，躯体部が高強度モルタルの供試体

（Case②）では，全ての供試体にではないが，

Fig.3 に示すような微細なひび割れが試験後に

確認された。この微細ひび割れの発生により， 

Case②では，同程度の側圧条件であるにも拘ら

ず，試験結果のばらつきがみられた。供試体の

両端面は，端面摩擦の影響を少しでも低減させ

るために切断機で切断している。この微細ひび

割れは，端面の整形が不十分であったため，端

面が傾くことによる軸力の偏心が生じ，供試体

に引張応力が作用したために発生したと考え

られた。 

5.まとめ 

三軸圧縮試験より，躯体部の強度を上昇させ

ると，一様モルタル供試体の強度と剥離強度の

差が明確になった。しかし，供試体端面の傾き

による軸力の偏心が，試験結果に大きく影響す

ることが考えられた。これより，ばらつきの小

さい値を得るためには供試体端面の調整が極

めて重要といえる。 
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Fig.3 躯体部に生じた微細ひび割れ 
Micro crack in body of specimens 

Table 1 試験条件 
Conditions of tests 

 
Case 躯体部 

被覆部 被覆面傾斜

角度 
圧縮強度

(N/mm2) 被覆材 W/B 

剝離強度試験用

供試体

① JIS モルタル PCM 17% 55 度 - 
② 高強度モルタル PCM 17% 55 度 - 

一様モルタル

供試体

③ JIS モルタル - - - 37.0 

④ 高強度モルタル - - - 83.4 

 

 

Fig.2 三軸圧縮試験結果 
Results of triaxial compression tests 
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